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＜業界レポート＞    

イランへの軍事行動が国際肥料市場に及ぼす影響 

(2026 年 5 月 8 日作成) 

 

中東湾岸地域は一般的にはペルシャ湾に面している 8 カ国（イラン、イラク、サウジアラ

ビア、クウェート、カタール、UAE、バーレーン、オマーン）を指す。この地域は世界最大

級の石油・天然ガス資源量を有し、特に世界石油埋蔵量の半分以上を占め、最重要なエネル

ギー供給地域である。 

2026 年 2 月 28 日、アメリカとイスラエルはイランに攻撃を実施し、地域の軍事的不安

定化を引き起こした。イランが迅速に報復措置を取り、アメリカとイスラエルだけでなく、

近隣諸国もドローン攻撃の標的とした。ペルシャ湾からインド洋への唯一の出入り海上通

路とするホルムズ海峡も実質的に封鎖される。 

2 月 28 日から始まったイランへの軍事行動がすでに 2 か月が経ち、世界のエネルギー供

給だけに限らず、肥料の生産と貿易にも多大な影響を及ぼしている。本レポートは中東情勢

の急変が国際肥料市場に及ぼす影響を分析する。 

 

一、 中東湾岸地域が世界の肥料生産と供給における位置付け 

 中東湾岸地域は豊富な石油と天然ガス資源があり、アンモニアや尿素の一大生産地と輸

出地である。2023 年の統計データでは中東湾岸諸国のアンモニア生産量 1562 万トン、世

界のアンモニア生産量の 10.3％を占める。そのうちサウジアラビア 540 万トン、イラン 420

万トン、カタール 305 万トン、オマーン 200 万トン、それぞれ世界のアンモニア生産国の

6 位、8 位、12 位、15 位を占めている。 

中東湾岸地域は重要なアンモニア輸出地でもある。2023 年のデータによれば、サウジア

ラビアのアンモニア輸出量 243.5 万トン、イランの輸出量 62 万トン、カタールの輸出量

52.3 万トン、それぞれ世界のアンモニア輸出国トップ 10 の第 2 位、第 7 位と第 8 位であ

る。中東湾岸地域のアンモニア輸出量は世界のアンモニア貿易量の約 1/4 を占める。 

 一方、中東湾岸地域も重要な尿素生産地である。尿素年間生産量はイラン 500～650 万ト

ン、カタール 550～600 万トン、サウジアラビア約 500 万トン、オマーンが約 200 万トン、

地域全体では約 2000 万トンの尿素が生産され、世界尿素生産量の 20％以上を占める。 

 中東湾岸地域は高温少雨、砂漠が広がり、農作物の栽培に適しないため、地域内の尿素消

費量が少ない。生産された尿素の大半は輸出向けのものである。2023 年のデータではカタ

ールの尿素輸出量 530.7 万トン、イラン 483.4 万トン、サウジアラビア 412.2 万トン、オマ

ーン 210 万トンの合計 1636 万トン、中東地域の尿素輸出量が当年の尿素国際貿易量の約
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30％を占める。 

 窒素肥料のほか、サウジアラビアは豊富なりん鉱石埋蔵量があり、重要なりん酸肥料生産

国と輸出国である。2023 年サウジアラビアのりん酸肥料生産量約 600 万トン、りん安（DAP

と MAP）輸出量 502.9 万トン、生産量では世界第 5 位、輸出量では世界第 3 位である。イ

ラクもりん資源が豊富な国ではあるが、内乱のため、まだ開発されていない。 

 もっとも重要なのは中東湾岸地域がりん酸肥料の生産に欠かせない硫黄の最大産地と輸

出地である。 

中東湾岸地域の硫黄は石油・天然ガスの脱硫処理の副産物として、年間約 2,200～3,000

万トンが産出される。2024 年中東湾岸地域の硫黄生産量が世界全体生産量の 32.8％を占め

ている。産出された硫黄はほとんど輸出され、その供給量が海上輸送される硫黄貿易の約半

分（45%～50%）である。 

硫黄は硫酸の原料で、1 トン硫黄から約 3.1 トン硫酸が製造される。2024 年のデータに

よれば、世界全体では硫酸消費量約 3 億 2100 万トン、そのうち肥料生産関連の消費量約

44%、金属処理関連の消費量約 33%、化学工業関連の消費量約 22%と推定される。アジア

太平洋地域は最大の硫酸消費地域で、世界硫酸生産量の約 56％がこの地域に消費される。

アジア太平洋地域に消費される硫酸の一部は鉱石の製錬過程で発生する副産硫酸であるが、

大半が中東産硫黄から作られたものである。 

りん酸肥料の生産に硫酸が欠かせないものである。例えば、1 トン過リン酸石灰を生産す

るには 350～400kg 硫酸、1 トン MAP を生産するには 1.4～1.6 トン硫酸、1 トン DAP を

生産するには 1.5～1.8 トン硫酸を消費する。りん酸肥料生産大国のモロッコ、サウジアラ

ビア、中国、インドなどは中東硫黄への依存度が高い。 

 一方、中東湾岸地域には加里資源が乏しく、加里生産とは無縁な地域である。 

 

二、 中東情勢が世界の窒素肥料供給に及ぼす影響 

 2 月 28 日から始まった軍事行動により、イランのアンモニア・尿素工場は広範囲にわた

って閉鎖・稼働停止に追い込まれている。3 月 14 日、イラン国内の天然ガス施設 2 カ所が

攻撃を受け、原料となる天然ガスの供給が途絶えたため、同日、イラン国内の全アンモニア・

尿素工場が操業を停止した。これにより 1 日当たり約 1.2 万トンアンモニアと 1.5 万トン尿

素の生産量が失い、2 か月経過した現在も再稼働のめどが立っていない。 

イランとペルシャ湾を挟んだカタールの Ras Laffan にある LNG 施設はイランからのド

ローン攻撃を受け、3 月 3 日からアンモニア・尿素を含む下流製品の生産が一時的に止ま

り、1 日当たり約 1 万トンアンモニアと 1.5 万トン尿素の減産となった。4 月上旬時点で、

生産再開に向けた技術者・作業員の動員が開始されているが、本格的な稼働までは最低でも

1 か月以上かかるとの見方が出ている。 

サウジアラビアやオマーン、UAE も尿素工場の操業制限が続いている。イギリスの CRU
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社の統計データによれば、4 月中旬現在の中東湾岸地域の尿素プラントの稼働率が 40～

45％に低下し、半分以上が稼働停止となっている。 

ホルムズ海峡の封鎖により、中東湾岸地域のアンモニア・尿素の貿易ルートが遮断されて

いる。世界中の船舶・コンテナ・貨物の動向をリアルタイムで追跡・分析する Kpler 社のデ

ータによれば、イランへの軍事行動が発生してから 4 月下旬までに 11 隻の化学肥料を積載

している船がホルムズ海峡を通過して、そのうち 4 隻が尿素の船であった。4 月下旬現在、

44 隻の化学肥料輸送船がペルシャ湾に滞留して、その半分がすでに尿素を満載してある。

概算では約 100 万トンの尿素が輸出されず、メーカーの工場、港の倉庫または船上に滞留

している。 

ペルシャ湾の封鎖により、中東湾岸諸国が産出した原油と天然ガスの海上輸送も寸断さ

れ、天然ガスが不足となり、価格高騰を引き起こしている。イランへの攻撃が始まった後最

初の取引日になる 3月 3日のオランダTTF 取引所の天然ガス先物価格が前週末比で約 50%

高の 1MWh あたり 53.38 ユーロ近くで取引を終え、2025 年 2 月以来の高値となった。1 か

月後の 3 月 30 日の天然ガス先物価格終値が 1MWh あたり 54.81 ユーロで、2 か月後の 4

月 30 日の天然ガス先物価格終値が 1MWh あたり 45.99 ユーロで、高値が続いている。 

天然ガスはアンモニアと尿素生産の原料である。天然ガスの不足と価格高騰により、多く

の国のアンモニア・尿素が減産に余儀なくされた。インドでは 3 月中旬からすべての尿素

工場の稼働率が 70％に下げられている。また、バングラデシュの 5 か所にある尿素工場中

の 4 か所が稼働停止に追い込まれた。 

尿素供給不足の影響はその国際価格にはっきり現れている。図 1 は軍事行動前の 2 月第

3 週（2 月 16～22 日）から 4 月第 4 週（4 月 20～26 日）の尿素主要輸出地（黒海、中東、

中国）の FOB 価格および尿素主要輸入地（インド、ブラジル、東南アジア）の CFR 価格

の変動を表す。 

 

  図 1. 中東軍事行動開始後の尿素国際価格の変動（データ出所： 著者が収集した資料） 

         

 図 1 に示すように、軍事行動開始前の 2 月中～下旬の尿素国際相場は大体 FOB 価格が
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410～500 ドル／トン、CFR 価格も 500 ドルをやや超えた程度であったが、軍事行動が起

きた直後の 3 月第 1 週（3 月 2～8 日）に直接影響を受けた中東品の FOB 価格が 600 ドル

を超え、間接影響を受けたロシア品の FOB 価格も 560 ドル／トンに上昇した。同様に輸入

国のブラジルや東南アジアの CFR 価格も 600 ドル／トン台に急騰した。インドが特別のケ

ースで、事前の尿素国際入札の結果、まだ 510 ドル台を守った。 

 軍事行動が発生してから 1 か月後の 3 月最終週（3 月 30 日～4 月 5 日）に尿素の国際相

場は FOB 価格が 650ドル以上、CFR東南アジア価格が中国尿素の輸出禁止措置と重ねて、

750 ドルを超えた。 

 その後も中東情勢の鎮静化が見えないため、尿素の国際価格がさらに高騰が続いている。

4 月第 4 週（4 月 20 日～26 日）の FOB と CFR 価格が 750～900 ドル／トンに達し、軍事

行動直前より 80％以上も上昇した。    

 世界最大の尿素輸入国インドは今回中東の情勢急変によりさらに大きな影響を受けた。

今年の 4 月までに行った 3 回の尿素国際入札のそれぞれの落札価格を通じて、その影響を

はっきり感じた。 

1 月 2 日に締め切られたインド NFL 社の尿素国際入札には CFR 西海岸 424.8 ドル／ト

ン、CFR 東海岸 426.8 ドル／トンで約 100 万トンを契約した。2 回目となった 2 月 18 日

に締め切られたインド RCF 社の尿素国際入札には中国尿素の輸出禁止措置を受け、応札価

格が 83～85 ドル上昇して、CFR 西海岸 508 ドル／トン、CFR 東海岸 512 ドル／トンで約

131 万トンを契約した。この 2 回とも契約した尿素の大半は中東産尿素である。 

しかし、2 月 28 日以降、中東湾岸地域の尿素生産と海上輸送が阻害され、輸出がほぼ不

可能となった局面に於いて、4 月 15 日に締切られた 3 回目となったインド IPL 社の尿素国

際入札には、最低応札価格は CFR 西海岸 936 ドル／トン、CFR 東海岸 959 ドルトンで、

最高応札価格が 1136 ドル／トンである。前回 2 月 18 日に比べて、最低応札価格が 427～

447 ドル高く、上昇率が 80％を超えた。また、中東湾岸地域ではオマーンだけが応札して、

中国尿素は輸出が規制されているため、全く応札されていない。 

今年 1～4 月に行った 3 回のインド尿素国際入札の最低応札価格と価格上昇率は表 1 に示

す。 

 

表 1. 今年に行ったインドの尿素国際入札の入札価格と契約数量 

実施 

会社 

開札日 最低応札価格（ドル／トン） 契約数量（万トン） 

CFR 西海岸 上昇率 CFR 東海岸 上昇率 西海岸向け 東海岸向け 

NFL 1 月 2 日  424.8  ―  426.8  ― 70 30 

RCF 2 月 18 日  508 19.6%  512 20.0%   84.5   46.3 

IPL 4 月 15 日 936 84.3% 959 87.3%  170  110 

データ出所： インドの各尿素国際入札実施会社の発表資料 
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 5 月 7 日現在、中東の戦火がやや抑えられているが、湾岸地域の尿素生産が回復に至ら

ず、ホルムズ海峡の通航も阻害されている状態が続いている。尿素の供給不足による価格の

高止まり現象が今年いっぱい続くだろうと予測される。 

 

三、 中東情勢が世界のりん酸肥料供給に及ぼす影響 

中東湾岸諸国のサウジアラビアとイラクは豊富なりん資源があるが、イラクは内乱で、り

ん資源がまだ開発されておらず、サウジアラビアだけはりん資源の開発と利用が進んでい

る。 

サウジアラビアはりん酸肥料産業が発達して、年間約 600 万トンりん安（DAP と MAP）

を生産し、500 万トン以上を輸出している。 

サウジアラビアのりん酸肥料生産基地は 2 か所に集約している。1 か所はペルシャ湾を遠

く離れた北部のヨルダンとイラクに近い Wa'ad Al Shamal 鉱業都市にあり、軍事行動の影

響を受けていない。もう 1 か所はペルシャ湾沿いの Ras Al Khair 市にあるが、イラン国境

より約 150km も離れて、軍事行動による影響がほとんどない。5 月 3 日現在、中東情勢に

よるサウジアラビアのりん酸肥料生産への影響がほとんどみられない。 

 しかし、ペルシャ湾の封鎖により、サウジアラビア産りん酸肥料の輸出が阻害されている。

それを対応するため、サウジアラビアはホルムズ海峡を利用せず、紅海側の Yanbu 港を通

すりん安の輸出を目指している。その具体的な計画はトラックを使って、Ras Al-Khair の

生産施設から Yanbu 港までりん安を輸送することで、4 月以降りん安の輸出を正常に戻さ

せる。それでも 3～4 月の 2 か月間だけで約 80 万トンりん安の輸出が阻害された。 

 問題となるのはりん酸肥料の生産に欠かせない硫黄である。中東湾岸地域は年間 2,200～

3,000 万トン硫黄を産出され、2000 万トン以上が輸出されている。その量が海上輸送され

る硫黄貿易の約半分を占める。  

イランへの軍事作戦が開始した以降、中東湾岸地域の石油・天然ガス生産が止まり、硫黄

の産出も停滞されると推測される。ホルムズ海峡の封鎖により、硫黄の海上輸送も当然でき

なくなる。 

イランは世界有数の硫黄供給国である。主要生産地域はペルシャ湾に面して、イラクと接

する南西部のフーゼスターン州とペルシャ湾南岸の Assaluyeh 石油化学特区に集中してい

る。年間硫黄輸出量 200 万トン以上、その価格は中東の主要市場よりも大幅に低い。例え

ば、2024 年のイラン産硫黄の FOB 価格は 180～210 ドル／トンであったのに対し、イラン

以外の中東地域では 285～291 ドル／トンであった。イラン産硫黄は国際市場における価格

均衡において独自の役割を果たしている。 

 近年来インドネシアのニッケル精錬事業の拡大と中国のリチウムバッテリーに使うリン

酸リチウム鉄の増産により硫酸需要が急増した結果、2024 年から硫黄の国際価格が上昇し

続いている。一例として、カタールの国営 QatarEnergy 社が毎月設定した硫黄 FOB 価格
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は図 2 に示すように、2024 年 1 月の 74 ドル／トンから 2026 年 2 月の 520 ドル／トンに

持続的に上昇し、軍事行動開始後の 3 月 4 日に発表した 3 月の価格を 520 ドルに据置した

が、3 月 31 日に発表した 4 月の価格が 570 ドルになり、50 ドルも急騰し、翌 4 月 30 日に

発表した 5 月の価格がさらに 170 ドル高い 740 ドル／トンに設定される。 

 

図 2. 中東湾岸カタール産硫黄の FOB 価格の変化（データ出所： QatarEnergy 社） 

 

 中国の年間硫黄消費量は約 2000～2200 万トン、世界最大の硫黄消費国である。りん酸肥

料の生産に使う硫黄が全消費量の 50～60％を占めている。 

 2025 年中国国内硫黄生産量 1149 万トン、中東、東アジアおよび北米から 960.84 万トン

を輸入した。そのうち中東からの輸入量 540 万トン、全輸入量の 56.2％を占めている。 

 中東軍事行動の影響は中国国内硫黄価格にはっきり表れている。図 3 は 2026 年 2 月の軍

事行動開始直前から 4 月最終週までの中国鎮江港の輸入硫黄販売価格の変動を示す。 

 

図 3. 中国鎮江港の輸入硫黄価格の変化（データ出所： 中国隆衆資訊） 
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中東軍事行動開始直前の 2 月 27 日の硫黄価格は 4050 人民元／トンであったが、軍事行

動開始後の第 1 週の 3 月 6 日に 4500 人民元／トンで、11.1％も高くなった。9 週後の 5 月

1 日に 6700 人民元／トンとなり、軍事行動開始前より 65.4％も値上げられた。 

 硫黄の国際価格の高騰を受け、4 月 6 日、トルコ政府はすでに通関手続きが完了している

貨物を除き、4 月 7 日から硫黄の輸出を禁止すると発表した。4 月 13 日、中国も 5 月 1 日

から硫酸の輸出を禁止すると発表した。 

ホルムズ海峡の封鎖により、サウジアラビア産りん安の輸出が阻害され、世界のりん安貿

易量が減ったこと、りん酸肥料生産に欠かせない硫黄の輸出が妨害され、ほかの地域のりん

酸肥料生産も阻害されることに起因して、りん酸肥料の供給不足が発生する。 

一例を挙げると、4 月 1 日モロッコの OCP 社は複数のりん酸肥料工場での定期メンテナ

ンスを前倒し行うことを発表した。同社の発表によれば、メンテナンスにより第 2 四半期

の生産能力が最大 30%減産される。OCP 社はこの決定の理由を明かしていないが、ホルム

ズ海峡の実質的な閉鎖に伴うリン酸肥料生産に必要な重要な原料である硫黄とアンモニア

の供給不足が主な要因となる可能性が高い。因みに昨年モロッコが輸入した硫黄の 52%は

中東からの供給であった。モロッコは世界トップのりん酸肥料輸出国として、2025 年に 440

万トン DAP、271 万トン MAP、298 万トン重過リン酸石灰（TSP）を輸出した。 

さらにモロッコ以外の北アフリカのチュニジアやエジプトはアジア地域に多量のりん酸

肥料とりん鉱石を輸出しているが、中東情勢の悪化で、スエズ運河の通航も妨害されること

になれば、輸出が滞る恐れがある。 

軍事行動が起きた 3 月以降、りん酸肥料の供給不足で、りん安の国際価格が上昇し続い

ている。図 4 は軍事行動前の 2 月第 3 週（2 月 16～22 日）から 4 月最終週（4 月 27～5 月

3 日）の DAP 主要輸出地（ロシア、モロッコ、中国）の FOB 価格および主要輸入地（イン

ド、パキスタン）の CFR 価格の変動を表す。 

 

図 4. 中東軍事行動開始後の DAP 国際価格の変動（データ出所： 著者が収集した資料） 

           

 図 4 に示すように、中東の軍事行動開始 2 か月後の 4 月下旬の DAP 国際価格は軍事行動

前の 2 月下旬に比べて約 25％上がった。 



 

「化学肥料業界資料」                BSI 生物科学研究所 

 

8 

 

四、 中東情勢が世界の加里肥料供給に及ぼす影響 

中東湾岸地域は加里資源が乏しく、加里肥料産業もないので、今回の事態の影響により、

世界の加里肥料生産と貿易に及ぼす影響が大きくないと推測される。 

ただし、中東のイスラエルとヨルダンは重要な加里生産国である。イスラエルの ICL 社

は世界第 6 位の加里生産者であり、死海の海水を利用して年間約 400 万トン塩化加里を生

産して、350 万トン以上を輸出している。ヨルダンの ACP 社も世界第 7 位の加里生産者で、

死海の海水を利用して年間約 300 万トン塩化加里を生産して、ほぼ全量を輸出している。

イスラエルとヨルダンの 2 国は世界加里貿易量の 10%以上を占めている。 

中東情勢が加里肥料市場に影響を及ぼすことは、イランのドローン攻撃または支持を受

けるレバノンのヒズボラなどイスラム過激派が死海の加里肥料生産基地を攻撃するかどう

かである。5 月上旬の時点では、イスラエルとヨルダンの加里生産と輸出が正常に行ってい

る。 

図 5 は軍事行動前の 2 月第 3 週（2 月 16～22 日）から 4 月最終週（4 月 27～5 月 3 日）

の塩化加里主要輸出地（カナダ、ロシア、イスラエル）の FOB 価格および主要輸入地（東

南アジア、ブラジル）の CFR 価格の変動を表す。 

 

図 5. 中東軍事行動開始後の塩化加里国際価格の変動（データ出所： 著者が収集した資料） 

           

図 5 に示すように、中東軍事行動が起きてから 2 か月を過ぎても、ロシアとブラジルを

除き、世界の塩化加里肥料価格はほとんど変化なし、300～400 ドル／トンの範囲に徘徊し

ている。FOB ロシアと CFR ブラジル価格もその上げ幅が 8～15％に抑えられて、中東情勢

が塩化加里貿易への影響は軽微であることは証明される。 

 

中東情勢が世界の肥料市場に悪影響を与えたのは今回が初めてではない。最近の例を挙

げると、2025 年 6 月 13 日未明、イスラエル空軍は「ライオンの力作戦」という名目でイ

ランの核施設を空爆した。イランの尿素・アンモニア工場はイスラエルの直接の標的ではな

いものの、6 月 14 日にはイラン国内に天然ガス施設 2 カ所が攻撃を受け、このガスを原料
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とする尿素工場も直接的な被害を受けた。同日、イランのすべての尿素・アンモニア工場は

生産を停止した。また、イスラエルはイランからの報復を警戒するために、イスラエル沖の

Leviathan 天然ガス田を一時稼働停止にした。 

イスラエルの空爆行動は世界の尿素価格を大幅に押し上げた。中東尿素の輸出 FOB 価格

は 6 月上旬の 400 ドル／トン未満から 6 月 27 日には 435 ドル／トンまで上昇した。英国

商品研究所（CRU）は当時、イスラエルとイランの紛争は事件発生から数日以内に「窒素肥

料市場に深刻な混乱を引き起こした」と警告し、「この地域のリン酸、加里、硫黄の供給に

継続的な脅威を与えている」と警告した。  

 著者の見方では、今回アメリカとイスラエルがイランに対する軍事行動により、世界の窒

素肥料の生産と貿易に大きく影響を及ぼし、尿素供給不足による価格高騰の長期化が確実

となる。りん酸肥料への影響は主に硫黄を介する間接なものであるが、りん酸肥料の貿易ル

ートの遮断も無視できず、りん安（DAP と MAP）の価格高騰が一定期間続くだろう。加里

肥料の生産と貿易に及ぼす影響は軽微であるが、窒素肥料とりん酸肥料の価格高騰に連ね

られて、ある程度の値上げに留まる程度と考えられる。 


